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会社を経営するまで

物心ついた頃から昆虫や魚や草木などさまざまな生き
物を育て，個々の生き物の成長や集団としての関係や変
化をじっと観察し続けることが大好きな少年だった．図
鑑を丸々暗記するくらい熟読し，庭には30個以上の水
槽を並べ，さまざまな生き物を継代することにお小遣い
のすべてを投入していた．
そんな幼少期を過ごした私は，大学進学時は当たり前

のように生物学系の学部を選び，遺伝学を専門とする研
究室に入った．ところが，高度にキット化されたお決ま
りのプロトコールに従って，他のモデル生物で見つかっ
ている遺伝子をカイコで同定するという「作業」に時間
を費やす日々は，感動的なまでに複雑に組織化された生
き物の仕組みを本当の意味で受け入れようとすることか
らも，その仕組みを人類の文化と地球環境の維持のため
に活かそうとすることからも逃げているように感じた．
そんな24歳ならではの青臭い想いを打ち明けても，
私の問題意識に共感してくれる人は周りに居なかった．
少年時代に，時間も忘れて生き物を観察していた理由

は，個々の生物同士や種間の関係を観察することで，人
間の社会がどのように成り立っているのかを知ることに
興味があったことも理由であったのだろうと思い，人生
をかけて知りたいと感じる対象の焦点を少しずらしてみ
ることにした．その時私が知りたいと感じた人間社会の

奥深さを知るためには，人間社会の素晴らしい側面だけ
ではなく，ドス黒い面に目を向けることこそ自分に必要
な経験なのではないかと予想した．そのためには，個々
の営利企業がどのように成り立ち，運営されているのか
を知ることが近道だと思うようになった．それだけでは
なく，そもそも「大学に通う」ということに飽きていた
こともあり，人間社会の奥深さを経営とは何かという
テーマで理解するためには，大学院で経営学を勉強する
のではなく，経営の現場の最前線の特別厳しそうなとこ
ろに飛び込んでみることが，元来怠け者であるのに負け
ず嫌いという面倒な性格の私にとって最適な手段なので
はないかと考えた．そこで，寝ずのハードワークで有名
な外資系の経営コンサルタント企業を就職先として選ぶ
ことにした．今となっては当たり前のキャリアパスだが，
その当時は国立大の理系の大学院から外資系のコンサル
ティング会社に就職する例はそれほど多くなくあちこち
で珍しがられたのを覚えている．
外資系コンサルティング会社に入社し，そこで目の当
たりにしたのは大企業のエリートビジネスマンと高給な
経営コンサルタントによって，ルールを順守することを
目的として，消化されるために生みだされる莫大な実務
の山であった．
莫大な実務を次から次へと片付けるために時間を使う
日々において，経営コンサルタントとして評価される判
断基準や行動規範は，経営者が日々行っているであろう
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判断基準や行動規範とは，正反対に近い位置にあるもの
ではないだろうかという疑念は日に日に大きくなった．
しかし，一度はそこで何かを得られそうだと決めて入社
した会社である以上，まずはこの会社の価値観の中でも
しっかりと戦えたという自信をつけてから辞めようと決
め，コンサルタントとしての価値観に表面上だけ合わせ
て日々をやり過ごすことにした．周囲から優秀だという
評価を頂けば頂くほど，コンサルタントとしての価値観
に染まってしまっているのではないかと怯えながら，と
にかく周囲の価値観に染まらないようにすることだけを
意識しながら仕事をしていたのを覚えている．この矛盾
した価値観の中で過ごした日々は，言い換えると私が知
りたいと思っている経営の本質を知るためには，自分自
身が会社の経営そのものに触れるしか方法がないのだと
いう思いを来る日も来る日も心の中に育てていたような
ものである．
経営を知るには，自分で経営をしてみるしかないとい

う，至極当たり前の見解に至るまでに，自分の場合は，
30年間も自分の人生と格闘し，日夜苦悩しなければい
けなかった．この事実は過剰に角を丸められた日本国の
社会システム・教育システムの中で優等生として過ごす
ことができてしまった自分の限界であり本質を表してい
るのであろう．

30年の苦悩の日々の中でわかったことを言い換える
と，自分のような面倒くさい人間が，日々の生活に満足
できるような場所は，誰かに用意してもらうのではなく，
自分で作らない限りは存在しないということだった．つ
まり，私は積極的に起業という人生を選んだのではなく，
自分が必要とする生き場を求め続けた消極的な選択の結
果として自分が作る会社を必要としていたのだ．
その後，分不相応に高給を頂いていた経営コンサル

ティング会社を辞め，設立直後から倒産に向かって真っ
逆さまに落ち続ける小さなベンチャー企業に平社員とし
て入社した．あまりにも不透明なお金の動きにげんなり
してみたり，あまりにも悪い大人たちと真正面から大喧
嘩してみたりしながら4年ほど過ごしたのち，小さな会
社の経営者として会社を経営する立場になってから7年
の月日が過ぎた．

事業のターニングポイント

現在は，日本，マレーシア，シンガポールの3か国に
7つのグループ企業が存在し，自分と同じように生物学
を専攻してみたもののなんとなく生き場のなかった仲間
や，大企業には自分の生き場がないと感じた仲間が100
人近く集まって日々奮闘している．今の当社は，私だけ

でなく，会社を構成するメンバーそれぞれの人生を成立
させる場として存在しているし，これからもそうであっ
て欲しいと思っている．
私が，生活と人間関係のすべてを放り出してでも人生
を通じて知りたいと願った経営とはどのようなもので，
ビジネスとはどのようにして回っているのかについて
は，実際のビジネスの現場のえげつなく汚くて，それで
いてしなやかで懐の広い世界の中で揉まれまくったから
こそ，自分のお金を投資する投資家と他人のお金を投資
するベンチャーキャピタリストの人間性の違い，日本や
欧米，東南アジアのビジネスの捉え方や進め方の違い，
学問としてのマーケティングと実際のビジネスの場にお
けるマーケティングの違いなど，リアルな現実として理
解できるようになったのだと思う．一方で，さまざまな
経験を積めば積むほど，自分はビジネスについて何もわ
かっていないと思うことが増えるし，そもそも自分の性
格はビジネスをすることには向いていないとも感じる．
思い切って自分で会社を経営するという立場を選んで
みたからこそ，COO（ ；最高執
行責任者）として共同経営を任せている釘宮をはじめ，
この7年間で沢山の素晴らしい仲間と出会うことがで
き，彼女 /彼らとともに人としても成長しながら会社と
しても成長するという少年漫画のようなかけがえのない
経験を楽しむことができた．また，大企業に務めていた
場合，親しい関係にはなれなかっただろうそれぞれの業
界で素晴らしい業績を残した人生の諸先輩方に「友達」
として扱っていただける機会にも恵まれた．人生の諸先
輩方から頂くその時は意味がよくわからなくても後から
じんわりと心の奥まで染みてくる助言と，基本的に愚痴
と悪態で構成されている私の話をニコニコしながら聞い
てもらえる諸先輩方の度量の大きさがなかったら，リー
マン・ショックから始まった大波の中で7年も会社を続
けることはできなかったのではないかと感じる．
今回の寄稿では，7年の間に何処かであったはずの事

業の大きなターニングポイントや，死の谷を超えて成長
期に乗った経験や死の谷を乗り越えられた理由を書くよ
うにと依頼されている．しかしながら，現実的には日々
ただただ精一杯なだけの7年間で，改めて皆さんに披露
できるような特筆するべきドラマになるようなターニン
グポイントは思いつかない．ターニングポイントがない
というよりは，毎日が常にターニングポイントだったと
いうくらい濃密な日々だったということなのかもしれ
ない．
当社も，死の谷を乗り越え安定的に成長中の成長企
業だと言っていただけることが増えてきた．しかし，
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CEO（ ；最高経営責任者）の偽
らざる生の感覚として，自転車操業の自転車の車輪が大
きくなっているだけで，自転車操業の不安定さは以前か
ら何も変わっていないように感じている．とにかく自分
たちの作りたい世界を実現することに気持ちの焦点を当
て続けているため，そもそも経営を安定させようという
意志は私にはなく，会社として成長しているのか衰退し
ているのかさえもよくわからない．
この7年間私がしてきたことは，とにかく目の前のお
客様に少しでも納得してもらえるように奮闘し，社員の
ひとりひとりが達成感を感じられるような成長のチャン
スを持てているかを気にかけ，彼らに毎月きちんとお給
料を払い続けるべく資金繰りに奔走することの繰り返し
でしかなかった．その結果として，今現在は，社外の人
からは会社もビジネスも成長しているように見えるのだ
ろう．しかし，社外の人の目はいつも当てにならないし，
これからも少しでも状況が悪くなると，手のひらを返し
たかのように非難を沢山浴びせてくるのだろうなと感じ
るだけである．
多くの場合，こういった場での文章は，より多くの方々

に起業を勧めるものであることを期待されているのだと
思う．ただ，この文章の前半で長く書いたように，私に
とって経営とは，どこにも自分の居場所がなかった自分
の人生を成立させるための手段という側面が強い．30
年以上もウダウダとしていたからこそ，またあのウダウ
ダには戻りたくないという一心だけが，経営という困難
な山に挑む自分を支え続けているのだと思う．もちろん，
多くの豊かな経験をし，とても良い人生を過ごしている
と心の底から思っているが，だからといってこんなとら
えどころのない不安定な人生を選択することを無条件で
他人に勧めるのは，あまりにも無責任のような気がして
私にはできない．
仕事をしていく上で大事なのは，その立場に関係なく

一つひとつの仕事を丁寧に，毎回ゼロから考え，実行し，
そしてやり直すことだと思う．大企業や大組織に所属し
ても，小さな会社に所属しても，起業をしても，大事な
のは仕事に向かうときの心の持ち方なのだと思う．

未来のビジョン

バイオテクノロジー業界に限らず，現在の日本のテク
ノロジーベンチャー界隈は，次世代の日本経済を創ると
派手なパフォーマンスで息巻いている裏側で，おかしな
力学に染めあげられてしまっているように感じる．どの
技術が正しいかを追求する人よりも，どの事業計画がベ
ンチャーキャピタルにとって都合がよく，お金を集めや

すいかを追求することに余念がない人の方が発言権と力
を持つ業界になってしまっている．大変残念なことだが，
今の日本のベンチャー業界を取り巻く価値観の延長線上
では，数年後には「やっぱりベンチャー企業は怪しい奴
らだ」「ベンチャー企業なんてダメだ」という空気に，
また日本中が染まってしまうことからは逃れられないよ
うに思う．
こういった残念な予測の中，我々のような愚直な会社
にできることは，周囲の大きな雑音に惑わされることな
く，我々の価値観において本質的とは思えない競争には
加わらず，今の社会，将来の地球にとって必要だと思え
る技術を着実に蓄積し，その技術で作られたサービスや
製品の良さを分かってもらえる人の人数を着実に増やす
ことしかないと考えている．

我々が蓄積している技術

我々は，人類の生活を少しでも豊かにし持続していく
ために，微生物の営みをより深く，より効率的に活用す
ることを目的とした技術を蓄積することにこだわりを
持って会社を経営してきた．どんなに経営状態が苦しい
時も，我々の微生物を扱う技術が向上することに寄与し
ない仕事はしないというルールを守ってきた．
ここで我々がいう微生物とは，バクテリアやカビのよ
うな生き物だけではなく，微細藻類や動物細胞も含まれ
る．さまざまな微細な生き物の働きを上手く活かすこと
が人類の豊かな生活の発展・持続に寄与すると確信して
いるからである．また，我々が蓄積している技術とは「微
生物を把握する技術」「微生物を培養する技術」「微生物
を育種する技術」の3つに分類できる．
これからも，我々の会社のすべての活動は，売上を向
上させるためでもマスコミで目立つためでもなく，微生
物を扱う技術を少しでも向上し蓄積し続けるために行う
というルールを崩さずに経営していくことにある．この
ことが，長期的に見て我々の組織を守るためにもっとも
大事なことであると考えている．

これからベンチャーを立ち上げる方へのメッセージ

世の中には，ベンチャー企業を立ち上げさせることを
生業としている人が居る．ベンチャー企業の経営を通じ
未来を創ることを仕事の動機とする経営者と，ベン
チャー企業に少しでも多くの資金を集め（使わせ）るこ
とを目的とする人間は，ベンチャー企業の立ち上げ時は
動機を一つにすることができても，企業経営をする過程
で動機が離れていくことが多い．この事実は，ベンチャー
企業の経営者は常に正面から捉えておかなければならな
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い事実である．
そして，残念なことに，日本は国家の仕組みとして

実際にベンチャー企業を立ち上げた当事者がハイリス
クでローリターンになりがちな一方で，ベンチャー企
業を立ち上げさせることを生業にしている人は，ロー
リスクでハイリターンを実現できる構造になっている．
彼らはローリスクであるにも関わらず，ハイリスクを背
負っているかのように自分を演出するのがきわめて上手
である．
起業というのは何らかの理想を実現するための，数多

くある一つの手段でしかない．何か実現したいことがあ
る時に，本当に「起業という最終手段」しか残っていな
いのかはよくよく考えるべきだと思う．ベンチャー企業
で夢を追っていると言うとカッコ良いように聞こえる
が，本当にやりたいことがあるのであれば，社会的信用
も予算規模もないベンチャー企業を通じて実現しようと
するよりも，誰もが知っている大企業の中で夢の実現を
目指すほうが，より早く，より大きな仕事をしやすいの
は曲げようのない事実である（一方で，理論的には実現

し得ない不誠実な夢を語り社会の注目と大きな資本を集
めることのみを目的とする人間にとっては，今の日本の
ベンチャー企業界隈は，非常に生きやすい状態になって
いる）．
皆様の中にもさまざまな人から起業を勧められている
方も多いと思う．その時には「あなたの背中を押してい
る人は，あなたがベンチャー企業を立ち上げることで，
ローリスクでハイリターンを得ることができる立場にい
る人ではないですか」と，自分に問いかけて欲しい．「あ
なたに投資すると言っている人は，その人自身のお金や，
その人の人生を投資すると言っている人ですか，それと
も，自分自身のお金ではなく他の誰かにお金を投資させ
ることを生業にしている人ですか」という視点で，起業
を勧める人の本質的な動機をよく見極めることが，経営
者として生きていけるかどうかの最初の関門なのだと思
う．残念ながら，起業を勧めている本人も気づいていな
い美辞麗句に修飾された大いなる悪意を見極められない
ようでは，経営者としてはどっちみち上手くやっていけ
ないのだから．
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